
燃料費や人件費上昇により、コストが増加している…
入出金の細かな管理ができず、キャッシュフローが不透明…
車両や倉庫の投資を行いたいが、負担が大きく進まない…
運賃交渉が上手く進まず、利益率が上がらない…
後継者、管理者の育成が上手く進んでいない…
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財務の悩みを一発で解決する方法は中面へ！

事業主限定

ご招待

当社ホームページからお申込みいただけます。 船井総研ホームページ［www.funaisoken.co.jp］右上検索窓に『お問い合わせNo.』を入力ください。 117008

株式会社船井総合研究所　〒541-0041 大阪市中央区北浜4-4-10 船井総研大阪本社ビル

お問い合わせNo. S117008
主  

催

100社の財務を見て分かった！2024年以降勝ち残る物流会社

【QRコードからのお申込み】

【PCからのお申込み】

右記のQRコードを読みよってお申込みください。の文字を大きくしていただく
※お申込みに関してのよくあるご質問は「船井総研FAQ」と検索しご確認ください。

https://www.funaisoken.co.jp/seminar/117008
船井総研ホームページ（https://www.funaisoken.co.jp）の右上検索窓に『117008』をご入力し検索ください。

開
催
日
時

受講料 税抜10,000円（税込11,000円）／一名様 税抜8,000円（税込8,800円）／一名様
※会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

※祝日や連休により変動する場合もございます。

一般価格 会員価格

開催方法
10：00～12：00（ログイン開始：開始時刻30分前～）

13：00～15：00（ログイン開始：開始時刻30分前～）

2024年 オンライン開催

お申込み期日 銀行振込み
クレジットカード

：開催日6日前まで
：開催日4日前まで

9月17日火
2024年9月20日金

燃料費・車両価格の高騰、荷主優位の業界体質、人材不足、
2024年問題対応に負けず利益を残す！

物流企業に特化した財務ノウハウを伝授します。

※よくあるご質問は「船井総研　FAQ」と検索しご確認ください。
※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

E-mail seminar271@funaisoken.co.jp TEL 0120-964-000（平日9:30～17:30）船井総研セミナー事務局

お申込み方法

前回大好評！再開催決定！
前回参加者からは「すぐに実践できる内容だった」
「非常に役立った」との声が多数寄せられました。

これらの悩みを全て解決した方法を大公開！

講座

第1講座

講座内容

物流業界の最新時流
～物流業界を取り巻く課題と、その対応事例～
①物流業界を取り巻く環境・2024年問題対策
②物流会社の最新DX事例
③まとめ

船井総研ロジ株式会社 物流ビジネスコンサルティング部 グループマネージャー

齊藤 史織 氏

第2講座
2024年以降も勝ち残る
物流会社の財務の仕組み
①毎期車両を増やしている物流会社のお金の借り方
②試算表が10日で作成できている物流会社の会計の仕組み
③安定して利益を出すために物流会社が取り組むべき財務対策

株式会社船井総合研究所 財務支援部 リーダー

赤松 正太郎

❶ 無料経理業務フロー診断
❷ 財務状況診断
❸ テキスト配布

本セミナーで
参加で得する

つの特典3 今日から
使える！

物流企業の悩み一発解決セミナー



年間6,070社のコンサルティングを実施する船井総合研究所だからわかる
業績やお金の悩みを一発で解決した仕組み大公開！

物流企業のよくある運送コスト、車両投資、キャッシュフローといった財務の課題をこの1日で解決せよ！

運賃交渉用に数値資料の提出が必要…
●満額回答が難しいなら何％で依頼するべき？
●運賃○％UPで、粗利・営業利益ベースで何％上がる？

荷主・車両・ルート別収支作成が必要

悩み
1

2024年物流企業がやるべきことについてわかる

1 労働管理重視の波に乗り遅れるとジリ貧に…

2 基本料金＋オプションのプライシングが差別化の決め手

3 調達輸送＋幹線輸送＋宅配の一気通貫輸送が勝ち組となる

見どころ1物流企業の悩みを一発解決した事例3選

新たな経営資源の獲得を進めたい…
●買換え＋増車の投資をしたいが自社に最適な購入方法が不明
●新拠点、新倉庫の設立を検討しており、大型融資が必要

金融機関向けの事業説明資料作成が必要

悩み
2

後継者に業務を引き継ぎたい…
●月次、営業利益予測まで落とし込んだ事業計画を作りたい
●事務業務（会計、請求、入出金管理）を効率化したい

業務棚卸・標準化資料の作成が必要

悩み
3

このセミナーを聞けば、３つ悩みそれぞれを解決する
次アクションがわかる！

悩み解決の基盤になる財務データが抽出できない物流企業でも
取り組むべきステップの全体像と1ステップ目が理解できる！

物流企業が直面する2024年問題とは？

➡対応方法についてご存知でしょうか？

物流企業が財務で取り組むべきこと

1 車両・人材投資を自己資金にするか、融資にするか、リースまたは購入どちらが最適だろうか

2 自社は運賃を何%UPで、粗利・営業利益ベースで何％上がるか

3 事務業務（会計、請求、入出金管理）を効率化していく

見どころ2
利益率を上げるには、DXによるデータ活用経営への移行が必須！

➡自社で把握・作成できていますでしょうか？

物流企業の経理業務の効率化をする方法

1 業務の棚卸、業務フロー、担当者、工数を把握するためには

2 システム連携により二重入力の解消、必要な財務元データを入力

3 トップダウンで取り組むのか、業務を外注するのかを決める

見どころ3

➡自社の状況を把握することで、ネクストアクションに取り組める


